
笠岡湾干拓地臭気対策ロードマップ

短期 中期 長期

計画内容 ～令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度～

畜産農家との
協働の取組

各農家それぞれに応じた臭
気対策を市と協働で実施し

ます。

資材等を活用した
臭気対策
（ソフト対策）

資材等を活用して臭気の低
減を図ります。

臭気対策資材の効果検
証及び緊急対応

臭気対策資材の活用

臭気報告アプリの運用

環境保全台帳に基づく飼
養衛生管理の確認，畜
産農家の自主的な臭気
対策への働きかけ

施設整備
（ハード対策）

家畜糞尿処理施設等の
整備に係る検討を進めま

す。

※資材等を活用した臭気
対策の効果を検証しなが
ら導入を支援検討

家畜ふん尿処理設備（急
速発酵乾燥資源化装置
等）の設置支援検討（か
ぶとバイオガス発電施設
使用農家以外対象）

臭気を遮るための防風
林等遮蔽壁等構造物の
設置を検討

ルールづくり
臭気低減に係る適切な対
策を実施する上での指針
や基準により，環境に配
慮した営農活動を誘導し

ます。

大規模農家と環境保全
協定締結

条例等による畜産農家
自らの対応促進，悪臭防
止法に基づく臭気指数規
制の導入検討
※資材等を活用した臭
気対策や施設整備等の
効果を検証しながら導入
を検討

住民に臭気情報を報告しても

らうアプリを令和４年度から運

用。臭気感知データをもとに臭

気対策への活用

巡回調査により，指導内容を遵守できていない農場に対して文書による指導及び改善勧告・改善命令を実施する。

・効果的な手法の検証

・対策施設の決定

・環境調査の実施

・モニターによる詳細な臭気感知報告機能追

　加

・AI臭気予測による農家への注意喚起
・臭気感知データの収集

・操作性の改善が必要

【ハード施設整備事業】

・干拓地の規模に適応する施設の調査

・財源・補助制度の調査

【個別農家施設への設備導入支援】

・交付金・補助金等制度の活用推進及び支

　援

長期中期短期

事業化の検討

【緊急対応】

臭気分解ネット設置（2カ所）

【副資材検証】

・竹チップ・もみ殻は高コスト・安定供給が困難

・安定供給が可能なコーヒーかす等を検証

・コーヒーかすの課題である水分調整方法を

　検討

臭気対策資材購入補助，補助事業の運用，対象資材等追加・見直し，新たな臭気対策資材の導入・効果検証，資材の安定供給の確立

・臭気対策資材購入費補助（補助率1/2）

・臭気分解ネット等を臭気対策資材購入費

　補助の対象に追加

臭気報告アプリ機能拡充 臭気報告アプリの運用，臭気測定器との連携

笠岡湾干拓地の臭気に係る条例に基づく指導等

指導内容等による課題の明確化

基本方針の策定　→　計画の立案・検討　→　設計・建設・効果検証

定置式臭気測定機器の導入検討

備中県民局，家畜保健衛生所，畜産研究所等の臭気専門家随行のもと，環

境保全台帳により飼養管理の徹底及び改善指導を実施する。笠岡湾干拓地

内の臭気に係る条例に基づき遵守内容を確認・指導する。指導内容を遵守

していない農場に対して必要に応じて条例に基づき対応する。

協定の締結 農家による協定の内容に沿った臭気低減の取組・市による取組の確認検証

臭気報告アプリの運用

必要に応じて継続

必要に応じて継続

臭気対策の効果検証に活用移動式臭気測定機器の導入

・臭気対策資材購入費補助（補助率1/2）

・補助対象資材の追加

・AI臭気予測による農家への注意喚起
・臭気感知データの収集

・臭気予測機能公開

・アプリを通じたアンケートの実施

・専門機関による全畜産農家への立入検

　査・臭気測定及び助言指導

・巡回調査による評価と優良事例の農家間

　での共有

・個別実施計画書の更新

・巡回調査で助言・指導

・環境保全等の協定締結

・個別実施計画書を作成

・移動式臭気測定機器による定期的な測定

・臭気報告アプリと連携して「臭気の見える

　化」を実施

・臭気の発生源と原因物質を特定して重点

　対策

畜産農家の全戸巡回調査（専門家随行による指導・助言）

指導内容等による課題の明確化

個別実施計画書作成

【ハード施設の調査】

・熱処理乾燥装置

　短時間で堆肥化。生産物は施設の燃料にでき，

　堆肥の減量が可能

・急速発酵資源化装置

　短時間で堆肥化。発酵過程で臭気低減

・小型バイオガス発電施設

　堆肥化の労力削減。ふん尿を密閉処理して臭

　気低減

・スクリュー式攪拌機

　堆肥内部まで酸素が行き渡り，嫌気発酵を抑

　制。腐敗臭や脂肪酸臭が低減

【畜産臭気感知精度確認】

・近距離で畜産臭気をある程度特定可能

【課題】

・遠距離では畜産臭気の特定が困難

・発生源が多く複数台設置が必要

・電源の確保が困難

・巡回調査に基づき環境保全台帳を更新

・個別実施計画書の作成・更新

・巡回調査による評価と優良事例の農家間

　での共有

必要に応じて継続新たな臭気対策資材の導入・効果検証・補助事業へのフィードバック

必要に応じて継続

・新しい資材の効果検証と購入補助

・資材（コーヒーかす等）の農家導入支

　援

・資材の適切な水分調整（おが粉と混

　合等）による利用範囲の拡大

【ソフト対策の効果が限定的な場合】

・処理施設の決定

　→課題解決に有効な処理方法を決定
・事業実施主体の検討
　→市の施設，組合，個々
・土地選定：臭気問題を考慮し，影響が少

　ない場所を選定。輸送アクセスや水・電気

　などのインフラ状況も確認。

・設計要件の策定：必要機器（発酵槽、攪

　拌装置、脱臭装置など）をリストアップし，
　処理能力や稼働時間を設定。

・法規制の確認：環境影響評価や関連法規

　（廃棄物処理法，悪臭防止法等）

【ソフト対策の効果が限定的な場合】
・地域住民への説明

・畜産農家との協議：施設の利用方法，

　運搬ルール等定期的に意見交換の場
　を設ける。

・合意形成

【改善が見られない場合】

・条例等に基づく指導及び改善勧告・改善

　命令を実施

・条例等による臭気規制の検討

【見える化の達成状況に応じて】

・アプリ運用の検証



笠岡湾干拓地臭気対策ロードマップ

短期 中期 長期

計画内容 ～令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度～

長期中期短期

笠岡市主体による
畜産業振興の取組
食を支えている一大産業で
ある畜産業について，各種
PR活動や啓発，教育を通じ
て理解醸成を図ります。

堆肥の広域流通

笠岡湾干拓地におけ
る農業の魅力向上

市民モニター調査及び市
民モニターを対象とした
干拓地内農畜産業理解
醸成事業

市民等へのＰＲ

教育現場での畜産業に
係る理解醸成

総合・共通内容
市内部の取組

オープンイノベーションによる取組

臭気対策チームの活動

・堆肥の広域流通の検討・B型作業所と堆肥の袋詰め作業協議

　作業条件が折り合わず実現に至らず

・笠岡湾干拓地バスツアー実施（理解醸成）

・ツアー参加者等からモニター募集・登録

・ツアーアンケートにより干拓地農業の認知・

　理解が十分でない実態を把握

【学校授業での農場体験検討】

・干拓地農家と意見交換

・教育機関との調整

畜産業に係る継続的なPRの実施
干拓地の畜産業を身近に感じる場の創出検討・実施

道の駅にPR看板を設置。干拓地の魅力を来訪者
に紹介

教育現場での授業等の検討 教育現場での授業実施（耕種・畜産農場見学等）

臭気に係るモニター調査

臭気対策実現に向けた協議・検討，臭気対策の実施状況報告や意見交換，ロードマップのアップデート

チーム活動費（調査・研究費）

広域流通の検討

堆肥舎部会において地域外

の水田農家への堆肥の販売

や県の支援のもと堆肥袋詰

め機の導入・広域流通の実

証等の経緯あり

ロードマップ作成に向けた協

議・検討・視察等を実施

堆肥の流通検討

必要に応じて継続

必要に応じて継続

必要に応じて継続

必要に応じて継続

必要に応じて継続

【干拓地農業の理解醸成】

・学校授業として農場見学・体験

チーム活動費（調査・研究費）

必要に応じて継続
オープンイノベーション公募・選考

実証実験・評価

PR看板設置

・笠岡市観光協会と協働で笠岡湾干拓地

　バスツアー実施（理解醸成）

・アプリを通じたアンケートの実施

これまでに干拓地農業の情報が届いていなかった層への新たなアプローチにより，認知向上を図

る

笠岡湾干拓地農業のPR（耕種・畜産）

【臭気の見える化の達成状況に応じて】

・モニター制度の検証


